
ロータリーの歴史

シカゴロータリ・クラブの創立から

２０２２．３ ．３ ．(木）

会員情報委員会 小池清二

第２回

世界への拡大へ

ロータリーとは何ぞや
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前回のお話しの内容 ２０２１．１１．５．

★アメリカは多国籍からの移民の多民族国家
★西部へのフロンティアを目指し北部も南部も西へ開拓行進
★北部の重化学工業と南部の農園産業の歪の南北戦争
★戦争後の急速な産業の発展により貧富の拡大
★ストライキと失業者の多発で労働争議
★シカゴの街の暗黒街化 ・・・・ 人を信じられない街
★信じられる人だけのクラブの創立希望‥・

ポールp。ハリスの思い
・厳格な仕付と教育を祖父、祖母から受ける
・少年期の田舎の人の純朴さと愛情を受ける
・大学教授の勧めで５年間の苦行と人生勉強
・多種多様の職業とその人々の教えと慈愛を学ぶ
・弁護士業には大変勉強になった。
・人の為になりたい

★ついにシカゴロータリークラブを創設（1905.2.23） 2



ロータリー生みの親 3ポール・ハリス氏



初期 （1905～1907年）

37才の青年弁護士ポール・ハリスの発案で、一業一会
員制のロータリークラブを提唱。四人でクラブを創設
。

シカゴ ロータリー・クラブ創立

1905年 ２月２３日（木）
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１９０５年２月２３日 ロータリークラブ発生
（ポールP.ハリスの発案で誕生）

最初のロータリークラブの会合

知的職業人の新しいクラブ、互いに友人関係を築けるようなクラブ、同時に

信頼できる友人の輪を使って仕事の取引が出来るようなクラブを作りたい。

鉱山技師のガスターバス・ローアの事務所で発足会を開催。

ポール・ハリス

ガスターバス・ロ
ア

シルベスター・シール

ハイラム・ショーレ

ハリスの相談相手

石炭商

鉱山技師

弁護士

洋服商 5



ロータリークラブの会合始まる
第１回会合 鉱山技師ガスターバス・ローアの事務所（７１１号

室）

１９０５年２月２３日(木） 身を切るような寒さの夜

自己紹介・・・職業と生い立ち（４人は似ていた）

ｸﾗﾌﾞの主旨・・・田舎で味わった相互協力と打ち解けた親睦

入会資格・・・一業種一人 経営者

会員増強・・・会員に相応しい人を勧誘し、次回連れてくる

ポール・ハリスが５人目の会員

ハリー・ラグラス（印刷業）

を紹介

シカゴのユニティー・ビル

（７１１号室） 6



第２回会合 ポール・ハリス弁護士事務所

参加者・・・最初の４人

ハリー・ラグルス（印刷業）

ビル・ジェンセン（不動産業）

Ａ・Ｌ・アル・ホワイト（オルガン製造業）

議題・・・・クラブの主旨と今後の可能性について

１．会員資格 ・・・・ 異業種の長

２．会合は会員の事務所を持ち回りとする

１９０５年３月９日
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第３回会合 ｼﾙﾍﾞｽﾀｰ･ｼｰル（石炭商）事務所

参加者 １５名

議事 １．会合の名称 ・・・意見百出（ブースター、ラウンドテーブル、
等１４～５上がるも、会員の事務所をローテーションを決めて

会合を開いているのでロータリークラブと呼んだらどうか提案、

ロータリー･クラブと可決

２．会費 ・・・０円、罰金で賄う

会合欠席者から罰金５０セントを賄う

ファーストネームで呼ばないと罰金

きわどい冗談、宗教・政治の話も罰金

３．役員選出

会長 シルベスター・シール
記録 ハイラム・ショーレ

会計 ハリー・ラグルス

ポール・ハリスは裏方で活躍

３月２３日(木）
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1905年 シカゴロータリークラブ会員
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第４回会合 ハイラム・ショーレー（洋服屋）４/6
第５回会合 ウイリアム・ジェンセン（不動産会社）

第６回会合 ハリー・ラグルス（印刷所）5/6

会員事務所の会合は今回で終了

第７回会合 パーマー・ハウス・ホテル
会員数が多くなり、会合を開く会員の事務所が限られてきた

のでホテルを借りた。

その後、ブレブールト・ホテルに会場を変え、夕食を出された。

その後、例会は通常一週おきに夕昼または夕食を兼ねると

いう伝統が始まった。

その後、ホテルとレストランを順番に回った。

シャーマン・ホテルが手狭で改修後、1911年1月

ここを恒久的な例会場と決定。
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ハリー・ラグルス （印刷業）

５人目の入会者

初代会計（統計）担当

例会の会計

会員間取引の出来高会計

1905年10月。３０名の会員名簿印刷。

1905年のある夜例会でソングの斉唱を提案実施

ロータリーの伝統となる。

1910年 ロータリーソングブック１号を出版
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1906年１月 定款兼綱領２カ条制定

第1条 本クラブ会員の事業の利益の増大・・・職業奉仕

第２条 通常社交クラブに付随する親睦及びその他の特に必要
と思われる事項の推進 ・・・クラブ奉仕

1906年 もう１ｹ条採択 ・・・シカゴ市民からの反発

あり、
利己から利他へ

公衆便所の設置、貧民街の住民へ食糧援助、恵まれない子供への援助、

会員数140名 営利法人登録

ドナルド・カーターから社会奉仕の草案され、採択

第３条 シカゴ市の最大の利益を推進し、シカゴ市民としての誇りと

忠誠心を市民の間に広める。 ・ ・ ・ 社会奉仕
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最初の危機

親睦・互恵派

ハリー・ラグルス

奉仕・拡大派

ポール・ハリス

1907年から１９１０年

シカゴクラブの多数派 アーサー・シェルドン

１９０７年ポール・ハリスが会長に就任し、これまでの方針を一変して、対社

会的奉仕活動と他地区へのクラブ拡大に大きく転換しました。

例会における会員同士の親睦を最優先と考え、そのリーダー役がハリー・ラグルス
でした。

親睦・互恵派と奉仕・拡大派に分裂し、毎回の例会の場が激しい議論の応酬の場と
なり、これを収める手段としてラグルスが歌を歌う習慣をつけました。

この騒動でポール・ハリスは会長２期目の途中で辞任しました。
これを収拾するためにチェスリー・ペリーが中心となり、当時１６クラブまで拡大してい
た全米のロータリークラブを全米ロータリークラブ連合会として結成しました。
ポール・ハリスが連合会会長に、チェスが事務総長に就任。

7/8会長
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成長・発展期 （１９０８～１９４０年）
1907年から1923年にかけて、初期ロータリアンがロータリ哲学というものを深く掘り

下げて、これを会得するに至る努力を積み重ねて来た時代です。

1908年 アーサー・フレデリック・シェルドン

氏、

シカゴRC入会

シェルドンビジネススクール経営、・・・・・経営学・販売学者

彼は大学で経営学を学び、物品販売の職を経験しながら実践の経営学を学

び、1902年シカゴにビジネススクールを開講し、２６万人の卒業生を排出さ

全米の改正資本主義経営に大いに影響を与えました。

いかに合理的な企業経営をして事業を発展させるかを教えること

他の社会的奉仕活動によって社会に貢献することは考えていない
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入会当時のＲＣは親睦と会員の物質的相互扶助団体だった。

ＲＣ会員の事業に、新しい経営学にもとずく奉仕理念を提唱した

「自分の事業を経営学の実践と考えて、継続的に利益をもたらす顧客を確保する方

法をいかに編み出すかを説いた

「Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ

ｓｅｒｖｅｓ ｂｅｓｔ」

最も多く奉仕する者、最も多く報いられる

経営哲学・・・ＲＣの世界的組織へ波及

初期の年次大会の主役はシェルドンであり、彼の考えを聞くため多くの人が集まり、

云う通りに会社経営をすると、どの会社も大きく業績を伸ばしていきました。
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全米への拡大
1908年１０月にポール・ハリスは全国組織を作ろう

と提案するも、シカゴ・ＲＣ内にも経費の負担
を危惧する反対論者が多く、進展しなかった
が、全国的なクラブの連盟を結成し、別組織
で運営することで妥協された。

1910年８月時点で全米に１６のＲＣがあり、会員数
は1,800名となり、殆どのクラブがシカゴ・ク
ラブの定款・細則を採用していた。

1910年 カナダのウイニペッグＲＣ誕生（国外最初）

1910年8月15日シカゴで全米ＲＣ連合会結成
アーサー・フレデリック・シェルドン氏講演
「Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ who ｓｅｒｖｉｃｅ ｂｅｓｔ」
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１９１１年 第２回全米ロータリー連合会全国大会開催（ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ）

アーサー・フレデリック・シェルドン氏、講演（代読）

内容 「私の宣言」・・・・経営学的奉仕理念に基ずく事業

の発展

１．経営学とは「 「最も多く奉仕する者は、最も多く報いられる」に基づい

たサービス学である。

２．事業の発展は上得意の顧客確保と販売学の教育と先取の気性を作

り出し、守備範囲をふやすこと。

３．人生の成功は、心理的、道徳的、物質的な自然の法則によって支配

されている。この法則を全て調和させることである。

４．人生に於いては宇宙の摂理を認識し、先取の気性を持って商売に

あたり、利他の心を持って他人の幸せを願う事は、自らが成功への

道を歩んでいることになる。
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ベンジャミン・フランク・コリンズ氏
（ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽRC会長）

同大会のエックスカーションの席上講話

クラブの原則は「 Service not self 」と発表

主旨
①自らの利益を得る目的で入会する事は間違いである」

②会員同士の取引の機会を広げていく必要がある

③会員以外にもその取引を広げていく必要がある・・・・

④例会をビジネス・ラインに充実させるため、外来卓話は必

要なし

⑤友愛委員会を発足し、完璧な友人関係の構築に努力するべきだ

１９２２年語句の変更あり Service not self → 

Service Above self

（他人のことを思いやり、他人の為に尽くすこ
と）・・・・注釈
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1912年 ダルース（ジョージア州）における国際大会で
ロータリークラブ国際連合会の綱領が採択・・国際奉仕

この大会に、実践の伴わないロータリーの理念に飽き足らない人

達がクラブとしての金銭的奉仕や身体的奉仕を積極的に取り入

れるべきであるとの考えが台頭して来た。

これらの実践は、1912年のこの大会に身体障害児救済事業

をロータリーは一丸となって当たるべきだという決議案

を提出し、これが採択されました。
この為、ロータリー創立の理念を守るべきだとする派との対立があ

り、ロータリーは分裂の危機に瀕しました。

以後10数年の論争が続いた
20



1915年 サンフランシスコ大会において、国

際連合会の綱領が改定

1917年 ライオンズ・クラブ創立
（テキサス・ダラスRCジョーンズ会員退会し

ライオンズクラブを創設）

社会奉仕に重きを置く
[ We Serve]：精神面より、経済面を先

行させ奉仕する

ロータリークラブ
職業奉仕に重きを置く
｛ Ｉ ＳＥＲＶＥ ｝ 職業で得た利益で奉仕
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１９１７年 アーチ・クランフRI会長が

「ロータリー基金」財団を
提唱ロ－タリー財団使命

地域レベル、全国レベル、国際レベルの人道的、教育的、文化交流
プログラムを通じて、ロータリーの綱領とロータリーの指名を遂行し、
かつ世界理解と平和を達成しようとすること

ロータリー財団への寄付

・年次寄付 ・・・・・・ １人＄１５０ 毎年 年会費で徴収
・恒久寄付 ・・・・・・ ベネファクター
・使途指定寄付 ・・・ ポリオ・プラス マッチング・グラント
・その他
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1921年 世界のRCが1,000クラブに達す。

米国以外で最初の国際大会がスコットランドのエジンバ

ラで開催。同大会でロータリーの国際性を強調し「平和

と善意」が綱領に加えられる。・・・・・ 国際奉仕

1922年 ロスアンゼルス国際大会において

語句の変更あり

「Service、 not self」→ 「Service、 above self」
全米ロータリークラブ連合会 → 国際ロータリー

1923年 規定審議会にて「決議23-34」が採決
クラブは職業奉仕か社会奉仕の理念の調和を図り、

ロータリー分裂の危機を救うために従来からある奉仕部門の

考え方や行動を整理し、 1923規定審議会にて、決議23-34に

よって、論争の終止符が打たれました。 23



第二の変化

・職業奉仕理念と社会奉仕理念の対立(10年間）

・決議案23-34の採択（1923年）

職業奉仕と社会奉仕の理念の調和を図り、ロータリー分裂の

危機を救う

ＲＩ、クラブ、ロータリアンの定義確立

個人奉仕の原則確認

クラブとしての団体奉仕を条件付是認

191２年 ～ １９２３年
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決議23-34」社会奉仕に関する
1923年の声明」

国際ロータリーとロータリークラブにおける今後の諸活動の手引
となる原則であります

第１条 ロータリー奉仕哲学の定義

25

ロータリーの奉仕の理想、すなわち奉仕の哲学を明確に定義している
自分の利益と他人への利益の間にある感情の矛盾を和らげるもの

実践哲学 「 最も奉仕する者、最も多く報いられる 」
He profits most who serves best

奉仕哲学 「 超我の奉仕 」
Service above self

活動計画書
Ｐ８３～８４
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第２条 ロータリークラブの役割

１．奉仕の実践例を団体で学ぶ

２．奉仕の理論を団体で学ぶ

３．奉仕活動の実践を個人で行うこと

４．ロータリーの奉仕理念と実践を一般の人に受け入れてもらうこと

奉仕活動の実践は個人奉仕を原則としながらも、クラブによるサンプ

ル（奉仕訓練の実験例）的な団体奉仕活動も認められています

ニコニコボックスの資金の活用
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第３条 国際ロータリーの役割

１．ロータリーの奉仕理念の擁護、育成及び全世界への普及

２．ロータリークラブの設立、激励、援助及び運営の管理

３．世界中のクラブの情報交換所としてクラブの問題を研究し、
助言をしてクラブの運営の標準化を図る
標準定款、運営細則
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第４条 実践哲学の定義

ロータリー運動は単なる理念の提唱ではなく、実践哲学であり、
奉仕する者は行動しなければならないと記されています

個人の奉仕実践活動の条件

自由

クラブの団体奉仕実践活動の条件

毎年一つの新しいプログラムを実施すること
単年度で終了すること
地域社会のニーズに従うこと
クラブ会員の協力が得られること
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第５条 クラブの自治権

クラブが地域社会に適した奉仕活動を選ぶ絶対的権限を持っている

ロータリーの目的に違反しないこと

クラブの存続を危うくするような活動は禁じられています

国際ロータリーと言えども、クラブの活動がたとえ誤っていても、その
活動を禁止したり、特定の活動に仕向けたりする命令は出来ない
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第６条 クラブの社会奉仕活動実践の指針

a) クラブ会員数で賄いきれない広範囲の社会奉仕活動は地区の他の団
体に任せて、適切な奉仕団体のない地区に限り行動すること

b） 社会奉仕理念を会得した会員は地区の商工会議所の会員となり、また
地区の奉仕団体の人たちと一緒に広く奉仕活動に関与し物心両面で
活躍すべきである

C） 奉仕活動を選ぶ場合は宣伝を主たる目標としてはならない
ただしクラブが立派に事業を遂行できた有益な事業はおおいに宣伝
すべきである

d） ロータリークラブは他の機関が立派に行われている事業に重複して乗
り出すことをしてはならない
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e） ロータリークラブの奉仕活動は、他の機関の奉仕活動が弱小である場合
は、新たに新機関を作るよりも現存のその機関を利用するほうが望ましい

f） ロータリークラブは地域社会に存在している問題を見つけても、地域社会
全体の問題は地域社会全体の仕事となるように地域社会の人々に悟ら
せるように努力し、その責任を取らないようする

また新規事業を起こし協同作業をして成功しても、協力作業者を称えること

ｇ） 社会奉仕実践の指針として、他と重複する奉仕活動の禁止、大規模活動
の制約、宣伝目的の活動の禁止されており、奉仕活動の原則は個人奉仕
であり、クラブが行う活動はサンプルに過ぎないと記載されています



1924年 ニコニコ箱の設置
決議23-34によりクラブの社会奉仕の財源はニコニコ箱の基金を活用

1927年 四大奉仕活動に分化された。
（ロータリーの目的・機構改革）

1. クラブ奉仕
2. 職業奉仕（目的）：２．実業及び専門職業の道徳

的水準を高めること。
５．あらゆる職業に優劣はなく尊重
と価値観を認識し、そしてロータリアン
各自が職業を通じて社会に奉仕する
ためにその職業を品位あらしめるこ
と。

3. 社会奉仕
4. 国際奉仕
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1930年 アーサー・フレデリック・シェルドン（シカゴRC）ショックを受け、退会
1935年 アーサー・フレデリック・シェルドン ６７歳で逝去

1932年 ハーバート・テーラ（シカゴRC）がアルミニウム会社再建の四つ

のテストを作成

四つのテスト 「 商取引の基準・経営管理の指針 」

言行はこれに照らしてから

・真実か どうか
（商取引に於いて、賞品の品質、納期、契約条件に嘘、偽りがないか）

・みんなに公平か
（すべての取引先にたいして公正か）

・好意と友情を深めるか
（商取引で店の信用を高め、良い人間関係を築き、取引先を増やせるか）

・みんなのためになるか どうか
（商取引で、全ての取引先が適正な利潤を得るか）

1929年 国際大会で「Ｈｅ ｐｒｏｆｉｔｓ ｍｏｓｔ ｗｈｏ ｓｅｒｖｅｓ ｂｅｓｔ
」廃止案上程・・・否決
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1935年 メキシコシティーで開催された国際大会において、６カ条の綱

領が４カ条に集約され、かくしてロータリーの綱領と目標と目

的に対する計画との直接関係がなされま した。

４カ条に改められた綱領は次の通りです

１．奉仕の機会として、知り合いを拡めること

２．実業及び専門職業の道徳水準を高めること

あらゆる有用な職業は尊重されるべきであるという認識を深めること

そしてロータリアン各自が職業を通じて社会奉仕するためにその職を

品位あらしめること

３．ロータリアンがその個人生活、職業生活及び社会生活に常に奉仕の

理想を適用すること

４．奉仕の理想に結ばれた実業人と専門職業人の世界的親交によって、国

際間の理解と親善と平和を推進すること

以後、長年綱領の変更はほとんどされておりません。
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ロータリークラブの全米への拡大
シカゴロータリー・クラブが好評を得ているならば、他の大都市にＲＣ
を作れないか、友人知人に働きかけたが、良い結果が

得られなかった。

最初、東部のニューヨークに設立を促すも、拒否される

1908年6月にマニエル・ノムズがサンフランシスコへ出張の際

「そこで誰かにロータリー・クラブを始めるよう勧めてはくれまいか」と
頼んだ。

この当座の提案が、ロータリー運動の形態を永久に変えることになっ
た。

ノムズはホーマー・ウッド弁護士に偶然ホテルで居合わせ、ポール・
ハリスの要請を話すと意欲を表し、文通似て問質し、理解を得る。

ホーマー法律事務所で５人の友人に発足の同意を得る。この検討委
員会に４名加わり、全会一致で承認された。

1908年11月12日サンフランシスコRCを発足日と決す。
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1908年12月4日 トライシティー・ＲＣ発足

アラメダ、バークレー、オークランド３都市会員

１９１１年８月名称変更 オークランドＲＣとする。

定款・細則はシカゴＲＣのものを利用

ホルマンとウッドは２週間後にシアトルへ働きかける。

1909年6月15日 シアトル・ＲＣ発足
ホルマンとウッドは伝道師として拡大に取り組み発足させた。

1909年6月25日 ロスアンゼルス・ＲＣ発足
ホルマンのＲＣの逸話に多くの人が感銘しクラブ発足となる。

７か月の内に太平洋岸の４つの大都市を拠点とする５クラブへと急成長した。

西部へのＲＣの拡大
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東部への拡大

1909年8月24日 ニューヨーク・ＲＣ発足決定

5番街26丁目カフェマーチン

1909年12月27日 ボストン・ＲＣ発足

1910年1月 タコマ・ＲＣ発足（シアトル市）

1910年2月18日 ミネアポリス・ＲＣ発足

ポール・ハリス以下４名招聘

1910年2月18日 セント・ポール・ＲＣ発足
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中部へのＲＣの拡大

1910年2月22日 セントルイス・ＲＣ発足

6か月で280名に急成長

1910年2月23日 ニューオリンズ・ＲＣ発足

12番目 24名

1910年5月15日 カンザス・シティー・ＲＣ発足

1910年6月10日 リンカーン・ＲＣ発足

1910年7月25日 デトロイト・ＲＣ発足

ポートランド・ＲＣ発足
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全米ロータリークラブの拡大図
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海外へのＲＣの拡大
１９１０年１１月 カナダのウイニペッグＲＣ（初の海外ＲＣ）

初のロータリー大会(シカゴ）開催 ポールＰハリス会長就任
１９１１年 ３月 アイルランドのダブリンＲＣ

８月 イングランドのロンドンＲＣ
国際大会で「ロータリー宣言」採択

「超我の奉仕」、
「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」標語の提案

１９１３年 100番目 フェニックスＲＣ １０，０００名

１９１４年 第一次世界大戦

１９１８年～１９２８年 史上最高の繁栄

１９１８年 フィリピン マニラＲＣ
１９１９年 中国 上海ＲＣ
１９２０年 10月 日本初 東京ＲＣ 米山梅吉（三井銀行重役）
１９２２年 ブラジル サンパウロＲＣ

１９２３年 決議２３－３４（全クラブの社会奉仕の原則）成文化
日本の大震災に対し、救済活動実施
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ロータリークラブの海外への拡大図
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第三の変化

・世界大恐慌による経済危機・・・1909年世界恐慌から
・政権交代による政治的危機 ・・・共和党から民主党へ

・経済政策の変更 ・・・ ニューディール政策

・１９３７年「恐慌の中の恐慌」 ・・・ 最悪の状態

・軍事産業の積極的育成

これらの環境下で多くのクラブの消滅と会員数の減
少を見たが、シェルドンの職業奉仕理念の実践によ
り会員の経済的ダメージは少なかった。

１９２９年～１９３８年頃
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ニューヨークの株価指数

世界恐慌
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第四の変化

・

１９３８年～１９４５年

１９３１年 恐慌悪化、２７クラブ、２０００名減少

１９３９年 第二次世界大戦勃発～１９４５年終結

・第二次世界大戦の影響

・日本敗戦降伏

・枢軸国のロータリー離脱・・・危機起こる
・終戦後のロータリー運動の躍進
・ＲＩ脱退中も日本のロータリーは名称
を変更して例会を継続 44



１９３１年 恐慌悪化、27クラブ2000名減少
クラブ数：３４６０、 会員数：１５７，０００名

１９３２年 「四つのテスト」を定型化

１９３９年 第２次世界大戦勃発
クラブ数：４，９６７、 会員数：２０９，８８７名

１９４５年 第２次世界大戦終結
クラブ数：５，４４１、 会員数：２４７，２１２名

１９４５年 日本、国際ロータリー復帰（７クラブ）

１９５５年 ロータリー創立５０周年 「奉仕の50周年」出版

クラブ数：８，３１３、 会員数：３９２，６２８名

１９６８年 東ヶ崎 潔 ＲＩ会長就任 ロータリ財団５０周年

クラブ数：１３，３２４、 会員数：６３９，１４０名

１９８０年 第１回ﾎﾟﾘｵ撲滅行事フィリピンで実施
クラブ数：１８，２５２、 会員数：８５１，５４７名

１９９０年 モスクワＲＣ （２５，０００番目）
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ロータリーの衰退化 （1945年～ ）

ロータリーの奉仕の原理を踏まえない人達が圧倒的に増えて来まし

て、無用の行動の中に突っ走るようになり。理論ではなく実践をやら

なきゃロータリーじゃあない雰囲気となり、社会奉仕に重きを置くよ

うになる。

実践とは単なる行動ではなく、綱領の中の実践は、Applicationと云

う言葉が使われており、Application of the ideal of service、

（奉仕の心の適用、奉仕の心を踏まえたら、その心の延長線上に行

動を起こすこと）と云う意味です。

奉仕の哲学を踏まえた行動が、奉仕の実践であります。

初期のロータリアンが十分に理念を開発したにも拘わらず、後輩ロー

タリアンがそれを忘れて、最近のロータリーは、ライオンズの後を追

いかけるようになりました事は大変遺憾なことだと言わなければなり

ません。
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1945年 第二次世界大戦終了

1945年 日本のロータリーが復帰、承認された

1951年 アトランチックシティーで開催された国際大会で綱

領の一部改正

1989年 綱領の日本語訳を改訳
１．奉仕の機会として、知り合いを拡めること

２．事業及び専門職業の道徳水準を高めること

３．あらゆる有用な職業は尊重されるべきであるという認識を深めること

そしてロータリアン各自が職業を通じて社会奉仕するためにその職業を品位

あらしめること

ロータリアンがその個人生活、職業生活及び社会生活に常に奉仕の理想を

適用すること

４．奉仕の理想に結ばれた実業人と専門職業人の世界的親交によって、国際間

の理解と親善と平和を推進すること
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第５の変化
１９７０年代後半から現在

＊投資ファンドの暗躍

＊レバレッジなどの技法を使って先物投資

＊世界中のほとんどの投資銀行や証券会社

がこれに参加
＊Ｍ＆Ａによる企業の乗っ取り

経済システムの変化 新資本主義の台頭

虚構的投資会社 ・・・職業倫理の低下

汗をかかずに利益を得られる時代になる
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アメリカの株価の推移
過去４０年間で３０倍に上昇
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・職業奉仕理念の変化と衰退・・・ボランティア化
４大奉仕の職業奉仕の消滅の危機

・国際ロータリーの巨大化

中央集権化と活動（ボランティア化）方針の

変化

・クラブの管理運営の変化(CLP）

クラブ例会の形骸化・ﾛｰﾀﾘｱﾝの魅力低下

国際ＲＣ＝会員増強＋社会奉仕
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１９５２年 RYLAがオーストラリアで発足

１９６２年 世界社会奉仕プログラム(wcs）の導入

１９７０年 規定審議会を３年ごとの立法化に決定

１９７１年 ロータリー日本５０年史出版

１９７４年 青少年交換プログラム開始

１９７８年 RI主導型奉仕活動（保険・飢餓追放・人間尊重＝3H

１９８５年 ＲＩ創立８０周年 「ポリオプラス計画」発表、募金開始

１９８９年(h1） 女性ロータリアン入会承認 松田郁子氏 北海道清水rc

２００１年 １業種１会員制変更

２００２年 ロータリー第２世紀への体制強化、ＤＬＰの設置義務化

ＲＩ長期計画委員会発足
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２００４年 He profits・・・をThey profit・・に変更

RI 第９５回国際大会開催 参加者 45,595人

２００５年 ロータリー創立１００周年記念大会 シカゴ

２００６念 財団の「未来の夢計画」始動 財団の新方針

２００７年 財団学友、ボランティア・リーダーの入会承認＝会員資格の大変革

２０１０年 新世代奉仕が加わり五大奉仕部門となる

中核となる価値観発表

２０１１年 長期計画を戦略計画と改称

２０１３年 Object of Rotary 日本語訳 ロータリーの綱領を目的とする

２０１４年 ロータリアンの行動規範が８項目から４項目になる

２０１６年 規定審議会で「柔軟性」のキーワード採択

２０１７年 ロータリー財団１００周年記念アトランタ大会開催 ３３，９００人

２０１９年 規定審議会で革新性の標ぼうを採択

名キャップ期間を同年度以内とする

中国武漢でコロナウイールス流行発生、世界的に大拡散始まり、経済停滞
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クラブ数は増加、会員数は減少
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本日のまとめ
・１８～１９世紀のアメリカの産業革命が発展

・貧富の差から不安の世相となる

・信頼できる仲間とロータリークラブを結成、親睦と相互扶助を目的とする

・シカゴ市民から奉仕事業もやるべきだとの声で、公衆便所等設置を行う

・２代目ポールハリス会長就任で社会奉仕とクラブ数拡大でクラブ内で紛争

・２期目会長半ばで会長辞任し、１６クラブの連合会結成し、会長就任

・クラブ内で親睦派と社会奉仕派に分かれ１０年間の論争が継続する

・１９０８年シカゴクラブに経営学・販売学者のアーサー・フレデリック・シェルドン

入会し、如何に合理的な企業経営をして事業を発展させるかを説き、「最も

多く奉仕する者、最も多く報いられる」をロータリークラブの理念に導入し

反響を得る。この反響が全米に広く伝わりクラブ数の拡大要素となって行った
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１９１２年 全国大会で社会奉仕派の身体障害児救済事業を実施する法案
可決、１０数年の論争が続いた

１９１７年 ライオンズクラブが創設さる 「 ＷＥ ＳＥＲＶＥ 」団体奉仕
同年 国際レベルの奉仕「ロータリー基金」財団創設
１９２２年 Service、Adobe Self 「超我の奉仕」発表（ロータリー哲
学）
１９２３年 親睦派と社会奉仕派の決着案、決議「２３－３４」案決議され、

ＲＩとクラブの行動範囲が示さり、現在に至る
１９２７年 奉仕の目的を４大奉仕活動に分化される
１９３１年 世界恐慌の悪化
１９３２年 「 四つのテスト 」を作成、倒産会社の立て直し法が発案

され、世界中で活用中
１９３９年 第２次世界大戦始まる、ロータリー活動中止
１９４５年 第２次世界大戦終結、ロータリー活動再開
１９７５年以降 世界の経済システムの変化 ・・・・虚構的投資会社

働かずして利益を得られる時代 ・・・・職業倫理の低下
ロータリーの衰退 ・・・・会員の減少

１９８０年ころから国際ロータリーの進路の変化
女性会員の勧誘
１業１会員制から同業者５名まで許容
ＲＩ主導の奉仕活動の推進 ・・・・ポリオプラス計画

２０１９年 中国武漢よりコロナウィールス発生、ロータリー奉仕活動停滞
２０２２年 ロシアがウクライナに侵攻（両国にＲＣが存在）



本日の総まとめ

・「超我の奉仕」 ・・・・利他の心
ロータリーの第１標語 ・・・・ 奉仕哲学

・「最も多く奉仕する者、最も多く報いられる」
ロータリーの第２標語 ・・・・ 実践論的原則

・四つのテスト
商取引の基準・経営管理の指針

・ロータリーの目的（綱領）

ロータリアンの奉仕の種類

・決議「２３－３４」

ロータリーの奉仕の理念と実践の仕方

１７世紀ごろからのアメリカの産業革命による資本家と労働者の悪い環境下で起こっ
た資本主義の影響で労働争議や社会の無法化が助長される中、シカゴにロータリーク
ラブが創設され、理念の良さから全米から、全世界とｸﾗﾌﾞ拡大がなされて、今日まで
来ている。特質すべき理念を以下に記載しますので、理解し、実践してください。
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これからのロータリー

１ 新ＲＩ長期計画（２０１０－２０１３）年度
２ 国際ロータリーの使命 ・・・ 人道的支援で世界平和の構築

３ 国際ロータリーのビジョン
３．１ 標語 ・・・ 超我の奉仕
２ 中核となる価値観

奉仕
親睦
多様性
高潔性
リーダーシップ

４ 新しい優先項目
４．１ クラブのサポートと強化 …会員増強＋社会奉仕
４．２ 人道的奉仕の強化 …弱者救済

４．３ 公共イメージと認知度の向上 …地域の人と共同奉仕
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国際ロータリー本部ビル
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自由な奉仕活動
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ロータリーの目的は、意義ある事業に、奉仕の理想を加味して、こ
れを

育み実行することにある。具体的には、次の各項を奨励するこ
とに

ある。

第1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

第2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値ある
もの

と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職
業を

高潔なものにすること。

第3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会
生活に

おいて、 日々、奉仕の理想を実践すること。

第4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワーク
を

ロータリーの目的
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国連の使命：

世界の平和維持と社会の発展を
目的として作られた国際機関
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ウクライナと世界の人びとにとって、痛ましく悲惨な状況となっています。

ロータリーは、ウクライナにおける状況悪化と、人命の喪失および人道的苦難
が深刻化していることを深く懸念しています。ウクライナに対する軍事行動が
続けば、地域の荒廃を招くだけでなく、欧州と世界にも悲惨な結果が広がる恐
れがあります。

世界最大の人道支援団体の一つとして、ロータリーは「平和」を世界的使命の
礎としてきました。私たちは、国際社会とともに即座の停戦、ロシア軍の撤退、
および対話を通じた対立解決のための外交努力の再開を求めます。

過去10年間、ウクライナ、ロシア、および近隣諸国のロータリークラブは、国の

違いを超えて、親善を推進し、戦争や暴力の被害者への支援を先導する平和
構築プロジェクトに積極的に取り組んできました。私たちは今、この悲劇的な出
来事に直面しているウクライナのロータリー会員や人びとのために祈ります。
国際ロータリーは、救援物資や支援を提供し、ウクライナ地域に平和をもたら
すために全力を尽くします。

国際ロータリー 2022,2,25

ウクライナ情勢に関する国際ロータリーからの声明

ジョセフ・ヒューコＲｉ事務総長（ウクライナ・キエフＲＣ）



平野会長、上野幹事年度

クラブスローガン 「利他の心」

（奉仕することで人生が豊かになる）

シェカール・メータＲＩ会長

テーマー 「奉仕しよう みんなの人生を

豊かにするために」
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２０２１～２０２２年度



終わりに

ロータリーの会員として長く在籍し、親睦が図ら

れた会員から商売の理念を教わり、家業の繁

栄を末永く図り、奉仕活動に励みましょう

ご静聴有難うございました。
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「利他の心」で紛争を無くし、世界平和を願いた
いものです



エバンストンから市街を望む

75



シカゴ市街
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シカゴ市街
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シカゴ市街
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石田梅岩

1685~1744 江戸時代の思想家、倫理学者

商売は買手と売り手の

双方の利を考えよ

国際ロータリー

利他の心

1922年
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近江商人 「 三方良し 」 お客・自分・社会
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